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過塗葉酸グ7ニヂンの製法
(稲 や 24Lr･slH DrJ王 Zt)

野 r= 屈 強

(大臣大群Jt4i称化串教強)

鮒 ′T-ヂンの合成 艶こBJZしてfi粗■の研究

があるがPz,ヤング7-イFと卿 Tンtンとの

kbEが工雫的には和男で杉好氏了こ怯九拝Ltの比山 姥
は掛 .ので 210Bc 的 2時間近く反田させると牧放

n,I;以上にrZちと糾せされてゐろ｡n洲 TyJllンと･JE
シャンP.1Tイl■との反愚の融には )60OC附妃から
急改な苛然が起り池肋 :急に上外す7J'･上の恥 には
辰巳地軸 '･jLいので比の損な現虫もなく･M O)証

Jm も容易であろ｡杉打B:の折妃は脚 約5gに付
て7-Tつた少生の批兜である故之九を?.W としてyEにか

せのtakJfひエ朋 比 を決定し丈に4=化榊 】の
灘 的蚊 を例かにした｡GriEJL来RtYT･LナンはP
*+ ナンと粒合して無色透明のせ状態血を作中之LLは

容易に蛸 して白色石段生の丑掛 TTlタンとな

ることを見川しヂ*+ナJに位ろ博SZ法をIUたの'C丑
に鮒 すら｡

･N Yllヂンの穀控

り ZiJI Fz,サンfTyイFと脚 1T一･ヂ

ンとを JtJL･ 21-A･の比に諜TiL絹BをよくiR合
する｡特殊JLkEの脚 を7tめ 2a)レCに卿 況し
ておき比の小へiu合肺 を攻入して舶 =･せろ｡

】6aOC柑妃で招ltと1..･り好農しても淑 上州lZEかLe
ある｡内荘2[00Cに建~HufFJl時間3)//W のZa
蛙に作ら反正を完封lする.次に機 略 のF～柵 を劫

に平iAJmに班し込み糾 すろと板状にiRろ故乏れを木

棚で砥印し約 日HTti火の粒状とす｡

笠･Ja除班11.のため企組を川ひ1=いこと及びもく成
規~rろこと+貞盛腔は此故的搬 なろ故細 でJ*
りIiつてはならね｡

2) 持52‡胸 を打生して之と同7EJtO水を加へ
IL3

句 莞■ 主菜苦

り , yZR 手島 0.% lE 韮

ラ ,I.F. ワ ･ od ::=芸

･) 不和t立*化食tbJこけするPl文節8印とナ8.

て柑 ZM'で加iA排 させる｡軒謙.r土語抜.L'JL･プJFを
丑過させて姐iLL榊 すれば佑曲解はけ｡母漣は事す
れば舶 丑の水をin加して次の払 た兼の抽出に†nEl
す｡以上の拙作で阿られる耶-1り1梢由.I.Lは粗哩暮●)86,Tl
REに卯-lrI:相知瓜を迫皆;鞄什′7品 ヂンの飽和水を湘
Iとして50-600で軒解して桝P放血新川させると耶

=lll滞封Jは 事1J｡地味的 ∝ト957.I.水脚 力'Cは
95,～'比上の触 ムを柑ろことLNI書である.
廻Lニ耗雌の丸い屯晶を1TJろには郡=匝:持SW,なr･)2

倍蝕 のヂ*+ナンに汗淋 してlILhl-曲.i/行ひ助JZlS･俄

放すろ｡

缶 d tt E

本品は耗白色のl棚又はも来状の掻且でFt此方は
145(ピタ′J-p-rrJLSD∝,正-+ナン中でiq

定すろ)である｡鮒 L=故℡して殆ど弧 性を加 な

ド.
I) 署 火 島 520-S250Cで比較的託し.

2) 去蛾 =ピタサンMを巳市として東起した｡
蒜丑盟空不堪基● E?芝望洋不灘 .･

tタyyet l2(I:ml) >也 tJfg)

学祭 で " 50

苫 ･祐払い･g,事JLOEF;.梁G!-し3mrn.a!TF

zmTll,ttBiE腔 25'C,徽 空32ガ

･･他 Z五J225｡C.釈放泊塵 78,I;

嘩ち活軸 虻は鈍感であ7̂ 'L摩損虚姥は放校的放牧

である｡

3) 狂此及び帝33日払拭虫 ,
式】にJ-1=ナ如く&力は略ピタワン爪と何等でもろ｡
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4)耗tg拭殴 鞘哩虐政L出ヒ投的放牧で不娼nirと
完は旦資とは7i:.こ粂近した牲文を示す.

ez此 舟 ;幣 r 相 ZEFF(l.]11)

警手甥 学 識 zJCO 35 37
七 台

ヂL,十ンデT-イrと岬 榊 Tytンとの丘鮎 皮

ま

f i,十 yf 姐駁兼戊丁 過8許ntyTy
Tサイr'g) ンJeンrL･) ヂンの牡qp(g)

6,955

は堵油浴の正丘にサ拝し圧延i且度の罰転(I_¥易でみ
ろ｡各t書の成di･-賭して衣2J=表す｡

容妙pの反転生成韓を井の唖冷却ナちと好古中に堅

く閲射してIi山すことが川来ない故脚 は冷却+ち
ことなく江ちに中細J<アト中に狂人して板状として冷
却すると群捜のはf伽 ;容易である｡

草 cF 苛 不買.野 巴 叫

235 否応 T為 孟 IO',3<j 諾 言 霊3 6_8

JT- a)材 A
サ鼓上Iの始LL

P - P)抄 A
やiE上Iの拙A

- ,･275 悪㌫ 号品 玉

J.432
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l.395

次に炎2･C79ちiLた判uELの遠榊 ′TユダンをRE

に逢u耕 ダ1ifン飽拙 くで 50-60°に放て棚
河出仙して胡3に,六十如く椀1蜘 鵬 ･づ5>'書見EEの
ものを7TJた.燃し水砕液相腰では止utJ江上の花蛾腔の
ものをtuろことはEtl糟である｡

漉 3

訳ft 巧拙A沖村(代) 収批 点 Lt Jm 仰 屯
tiabt#dTT 腔 ZE

(ど) こfソ色相水) (>') (̀C) (J<J (oC)

3O' 300 2" 2027,言, 9.3 か -a
2r2205二7 め け - 0

2882監5 9j9 桝 0
水坪ZZの巧乃附 蝶をZSくすちと脚 色の不はD
I)多少縮.ナ乙のふf=ら1式没で長持規正現す ろ時は丑
5畑 IyTこflが史に分耕して不汀抑 柵に事する傾
向もろ紙SC･C附近{･捕Slするのがよい｡
丈l=花托せ.DものL,ヂ*+ナノ73月で辞易l=T:9ろこ
とがJII来た｡過蜘 ダ アユ fy とヂ*+サンとlZ扮

210.9 87I
z糾 3 613 L5

287J) eb.I
J850 650 7_0

2n9 84.0
は25 57.5 8rS

Fgtの7kt用ひ

て手島tilナ

≡ ; ≡ 圭 紺 野 詣

加化せ紬を作る缶控でf*tサYで持Blすると地 熱

の無色辻列較扶tt品となJ)之れを在中で政弘十ちとヂ

*+サンは拝敬して白色を駅の茶托陀 桝 ダTI

デンが柑られるt, 火-.
妖科 ヂ*+サン 牧 i ･息JB *皮
(ど) (cc) (gJ ドC) (5;)
200 2CO Z20 239 99i

2CO 2ED -CO 238･5 993

3L 的

)) fシャンヂ7- イL'と班 襲鹸アユ.Jtyとな

2200附社で塔島地 させろ8打氏の方法S･基資 と し

て工粟的雌 を決電した｡

2) 対 ヒ食油の他 的性文を明かにLた｡

3) f*十サツをfBSZ榊 に探って客掛ニ75㍍ の

舶 〆T=HFン1_,7ひろことが‖来た｡

盗りに･m をrtふ[=JL･り広也m 幼i:取 扱を慮っ
た千号三千誌二1:摺281:に喋く惑諾致しtす.
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過塵葉酸メチルグ7=ヂン

(昭 や 2日 (･SJJlOli交 Et)

野 n 左成 東

(大阪大ZPTtか環化革托議)

劫榊 は蛙非l;(常とし'=).軸 に78弊f=化(糊〉で
あるが;Cの肋 ;-軌 こ高く㈲ 止す7.ことがTj雌

である｡現在迄に知らLLてゐろもQTJではXit酬 〆T

ェヂyカ･斗缶硬昭可能でもろがそれでも肋 は 245oC
で非常に苫くせ広にl._EdAの肪 1_･･イけ ち.tJtJ上に
はi娘 で樋 山繁る一0-60oC付の脚 のものカ:あれ

ば留ましい.木酢死に於ては漉き東女′ナJL,〆T･1I.-

ンを合成してその識牲タをglちかにLtL,木化合軌 .A

賦 払.50C の鵬曲で ICK)Oc以rT.で堺鼓すろ貨℡i;.

は を始めて令丘でろことが川東た｡米桝 ′T･L
ヂンは拾ど曳iZ_tth:ないのにLiL比ftは丑ぎL性が督し

く器rA,Zこ出征すれば桝する｡煤兼的性兄はピタFy
Rに放し連荘は甘しく良法であるが良力に之九と削 句

中で焚火虫は多少位い｡

甘 B
J′ナt･yT･Lfン㈹

5- メナーJL･ナ*足許 aSFを 230ccの水にかかし

SOT.'ノナjL･Tiy太軒隷40gを/血へて油浴上で70-C

してiiilfTlさせ ろ｡2日屯状の批Jhで収沈 23qg収8)

754,I;(親許)触払 245｡C.

追榊 ′ナJL･′TAヂン

鮒 JナJL･〆7-fン221gお水 iCOccに加も粁
解して坐当氷化ヘリウム(Lhl(CIOl)王3tlzOJ3<OL'を
水 i00ccに棚 したものを加へろ｡ゼクナン駅の白

色沈jBと1.･ウ℡(すらと乳状になる｡iEl鞍上でiBめて

程統べJt,プ甘を払じて弧 し沈おはよく永沈してSZ液

及び漣並滋を合して茄執抑 し称呼･HLは白色4)ぷ曲
折Juする.少tの水で71]括瓜十ろ｡班 一点jdC牧丘
2%だ敏申.池 の 847,～.

分析 一式持 312SrrlgH.710mgCol.lhl2mg
Jl=O

Ftf1 3.267tllg.OW ct=X'Z(]7.C.765

TTlm)

廿iry(C-13Bl,'L.1ト ユL?,i.N-2･i21ガ
町井班 C.l105,H-293･.Ti' 24W
永好雄にピタy}nTンJtンを加へてピタクートを

に31耕地】iA撲史F'=lr邦粥!棚 して捜耕 して坊瓜 flろ｡地毛2d e,JナJL.yT-ヂンピタクートのAl

が津の瀬臥 二桁山して捜放冷して完全にも覗 させる･ 鞍 203ICo

q酌して水lこ血糊 LT ･̂3-JL･な加へてiW 冷 ぼ撃的性交 ピタJlqtをl:SZBとして放校した｡
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zt-河辺白点六枚,fljt群チF.9-̂12g,即 蕪8g.虚P_子息

迫りに本職 にer火の伽湿地を鵡った千事三千缶丁 文 恥

理杵士に梓く慮謡鼓します｡ I) ⅥLheclcr.T･lmEc93rl.C lZ46Zl(Z湖 )

･手取と勾事化令特にbするF東軒?報とする｡




